
こ の 面 奄切 り取 っ て こ提出下さ い
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せ んだい環境ユ
ー スカ レ ッ ジ 参加申込書

※日程のお苅らせや情報提供などに使用 しますので､ E l ¶扇 アドレスは必ず記入して下さい ｡ ( P C
･

携帯どちらでも可)

いただいた個人情報は､ 木琴業の実施及び環境教育
･

学習に関連する情報を提供する際にのみ使用いたします .

お 申込 み兎 : F Ⅲ軋 鮎 n 血i 事務局(仙台市長境# 市推進課内)
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平成 2 4 年鹿妻憤生毒集
若い世代 ( 1 8 歳 ～

3 0 歳の 学生 や 社会人 の 万) の 万 を 対象に､ 環境

に関 す る 事柄 が学 ペ た り､ 体 験 活 動 や 環境イ ベ ン トヘ の 参加がで きる

｢ せ ん だ い環境 ユ
ー

ス カ レ ッ ジ｣ を 今年も開講 します｡

環撰に 関することを楽 し< 学びなが ら､ 色々 な人 との 繋がりを広げ

る ､ キ ャ リア ア ッ プの ス テ ッ プに するな ど ､ こ の活 動 を も と に様 々 な

可 能性び 広が ります｡

同 じ興味を持 っ た 仲間たち と一緒に学びあ い ､ 体験を分かち合 え る

ような場を､ と も に作 っ て い きまし ょ う ｡

活動内容

囁胤こ期する講ホ

環境 に 関 する様 々 な 事 柄

につ い て ､ 大学教授や 環境活

動 団体 な ど の 専門 家 の 謂 #

や ､ 受講生同士の ワ ー クシ ョ

ッ プ等 を実 施するこ とで ､ 知

議 を深 めます｡

環境活動休機

環境 N P O 等 の 酒 動現1黒

に入 り､ 参加者と ともに学習

した り､
ミ看動の ア シス タン ト

な とをと おして､ 環濠教 育の

生 の 現 場を 実聯 に 体威 しま

す｡

環境イベ ントへ の参加

活動 の 集大 成 と して 環 境

イベ ン トに 参加 します ｡ (1 1

月頃) 受講生 が自 ら考え た企

画を市 民の 方に発表 します｡

参 加 音 同士 の 交流 もは か

るこ とがで さます.

′ 上記の 胤 受 配 に 胴 内で 軸 釦 絹 針 ベ ント等環 鮎 関する情報 酢 阻 紬 は り発信します｡

活動期間
6 月 2 1 日( 木) - 1 2 月 ※予定
※原則として講義､ ワ ー

クショ ッ プ等は1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0 で実施予定です｡

※実塙予定につ いては次ペ
ー ジ以降をこらん< ださい｡

〆カレ ッジの活動終了時には ｢ 修了証｣ を交付します｡

仙 台市 内に在住または通勤 ･

通学している 1 8 歳 ～ 3 0 歳の方
滋応奉に関 しての 獅 は次ペ

ー

ジ以降をこらんください,

◆ お申込 か お 肉合せ先 ; 声岳£卓品孟品(杜の膚故 市民環 境教 書･ 学習推進会鶉) 事 務局
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地 フ. _

ル センタイ
･

草 葉の 実 施主体 : F E E ｣ 地 ( 杜の都 の 市 醐 教 育 ･ 学習 推進 会議)
･

対 象 : 仙台 市内 に在住 また は適創
･ 通学 して い る1 8 歳 - 3 0 歳 の方

･

定 員 こ1 5 名 程度 鳩 醐 持により 甜 生を決定すること力切ります)

･ 申込 み方 法 二4 ペ
ー ジ 日の参 加申込 讐 にて ､ 下 記までお 申込み 下 さい

( 郵 送 ､ E メ
ー

ル ､ F A X ､ 持参 い ずれ でも可)
･

宇 込み 〆 切 : 引胃引月 (太) まで ※必 毒

卵 引網咽

○ 事業全 般に つ い て

■ 要請 の 可 否に つ いては ､ 申込者 あて に 6 月 1 0 日頃 を 目途 に通知 いた します ｡
■

不 要実は 6 月 2 1 【] (木) ～ 1 2 月(予 前 の期 間 で継続 した活 動 を行 います ｡ 受 講生 の 方は 環 鳳 こ

関 す る請 舞と環境 イ ベ ン ト当 日及び イ ベ ン ト準備 作秦 等に は､ 原 則 と して 必ず 参加 して いた ださ

ます ｡

･

富加 匡茎虻ド著 し< 少な い 増合 に は ､ 修了証 の 交付 を行わ な い場合 かあ ります ｡

○環 酬

･ 受 講生 の方は､ 必 ず 醐 に 1 回以上 参 加 して下さし㌔

･

伝 夏着 棚 は ､ 希望する複 数 の 活 動に 参加 が可能 で す . ( 人数制 礪 のあ る活 動 の 場合臥 希望

状 況 によ り調 整 させて いただ き ますの で こ了承 下さい)

･ 汚 濁 活動体験にかか る参 加費 ･

長 井
･

実 施億 所まで の 交通 費な どは ､ 原 則 自己負 担 とな ります ｡

た だ し ､ 危険回 避 を目的と して､ 参 加 者全員 がその 金額 を 徴収さ れる も の ( イ ベ ン ト保険 ･ ボ ラ

ン テ ィ ア保険な ど) に つ いて は R ≡E し 紬 が 負担いた しま す｡

毎夏重責 淵 と して講義 は 毎日 第 3 木曜日の 1 8 3 0 ～ 2 0 :3 0 の間で 実施 します｡

紫≡音義タ イ トル は変 更 になる こ と力Iあります｡

6 月 21 日く木)

l ‡藍≡露語謡､ 器 とE S D J 譜
■;

弓6 月下旬
～ 7 月上 旬 ･ 環 境 活動体 験く全 体) =広 軌Il 篇掃 ボランティア体験

7 月1 9 日( 未) ･ 講 義② ｢ N P O 活動とは｣ ､ ｢ 環境 N P O ¢活 動｣

7 月 下旬
一 9 月上 旬

L__..一__

･

環 境 活動体 験( 複 数の活 動の中から選択)

:
包 月 23 8 ( 木) ･ 繍整③r 環境 面から見た震災復興に関する講義( 自然環境 等) ｣( 予定)

9 月 20 日( 木) ･ 環 境活 動体 験の振り返り ワ ー クショツフ

1 0 月 柑 日( 木〉 ･ 講義④｢ エネルギ｢ に関する講義(再 生 可能 エネルギ ー

､ 省エネ型ライフス

タイル等) ｣ ( 予定)
･ 1 1 月 1 日( 木) ･ 環 境イベント企画 作業

1 1 月下 旬
～ 1 2 月上 旬 ･ 環境イベン ド環 境フォ ー

ラムせんだい｣参加

.
イベント終 了後(1 2 月中)

ト

･ 活 動まとめの 会 ･ 修 了証授与
.

- メ
も J

これ手での活動について ′

平成 2 2 年度 乃
､
ら始ま っ た ｢ せん だい環境ユ ー スカ レ ッジム これま で の活 むの

一

部 をこ紹介 します｡
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濫読 義且
1 rF E E しS 8 n d a J とE S D ｣

イ N P O 評体 等の 環娩活動に つ い て｣

イ 生物多様性 とはとの ようなこ とか｣

-
･ ｢ 地球温暖化 に関 する科学 的評価｣

《環境活 動体塀》
･

古民家 での 環境学習プロ グラム ｢ いくねの 学校｣ 参加

イ 緑の カ
ー

テ ン｣ 効果測定
･

プロ スポ
ー

ツ会 場での コミ 分6リボ ラン テ ィ ア
･

地産地消 をコ ン セプトに した市の 手伝 い

成 2 3 年 ※特別 テ
ー

マ と して ｢震災 復興 と環 境｣ を設定

〈諸宗》

イ N P O の 基礎知胡｣ イ震災 復興と N P O の 動さ｣
･ ｢ 地域 社会での 再生可能エ ネル ギ

ー

利用 に つ い て｣

〈環境活動体験》
･ 環境学習プ ログラム ｢は じまりはいの ら のねん どだんこム

｢ 青の 暮 らし体験プ ログラ ム : 炭を使 っ て蒸 しか まどでこ飯を

炊こ う｣ ア シス タ ン ト

ー 被災地の 環境 の峨察 と記録
･ 仮設住宅での コ ミュ ニ テ ィ支摂 行事の アシ ス タ ン ト

賓講生の声 β
/

実実学芸プロ グラム のア シスタ ン ト

;r 言 じまり≦言い の らの才; /
一

7 J どたん コ

環 鳳 こつ い て 漠然 と したイ メ
ー

ジを待 っ て い た 机 ユ ー ス カ レ ッ ジに 参加 して 講義を受けた り､

実 際の 活動 の現 場に 行 っ た りする こ とで ､ t｣ アリ テ ィ を持 っ て 感 じ るこ と力†出来た
｡

( 男性/ 大 学生)

5看動体謀やイ ベ ン トな とをとお して ､
N P O の 万をは じめ環境 に携 わる様々 な万 と関 わるこ とが

できた｡ 活動復 毛N P O 主催の イ ベ ン トに 参加 したり ､ 人 との 繋がりがで きて ､ 自分 の 中で環 境

に 関する仕事に 進みたい とい う思い が 強くな っ た
｡
( 女性 / 社 会人)

活動の 終盤での 環境 フォ ー ラム で は自分達 で テ
ー マを決めて ､ 取材なとを行 っ たの で ､ その テ

ー

マ につ いての 理解がよ り深ま っ た｡ ( 男性 / 大 学生)

受講生をは じめ 全て の 方び初対面だ っ た 机 活動の 中 で 仲良< な り､ 多 く の 人と協力 しながらイ

ベ ン トの 準常を進め るこ とがで きた . 活動 体襲やイ ベ ン ト発表で､ 人に 影響を与 えられ たこ とが

特に 印象に残 っ た ｡ ( 男性/ 大 学院生)

｢
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1

! 相 ･ N P O ･ 学校 ･

大学
･

事業者 ･ 行 耽 どの メ ン バ ぺ 構 成される ､ 環 晰
･

学習 を 棍 書
! する組泊で す｡ 学校教育現場で の 環境学 警プロ グラムの 筈及､ N P O の 提案する環境配慮型の 企画 i
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